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Summary

In the view of Carakasam. hita-（CS）, Va- ta（or va-yu）consists pra-n. a, uda-na, sama-na, apa-n. a and vya-na. And
it brings the object perceived by the five sense organs and manas to the a- tman. So internal organs  like the
manas and buddhi, have in common the function va- yu. The  internal organs are connected  to the five sense
organs by this function.  And the pra-n. a plays  an important role  in the maintenance of the body and all the
sense organs. It is conucive to good health, improvement of strength and complexion, luster, growth, attain-
ment of knowledge and longevity. Outside the body,  it brings about compactness and movement in the sun,
moon, stars and planet, and it sustains the earth.

In the theory of the S′a-n.karabha-s.ya（SBh）, S′a-n.kara's commentary on Brahmasu-tra, va-yu comes into the
Self and divides into five parts,  each of which has  a special quality.  These parts are sometimes  individually
called pra-n. a, apa-n. a, etc depending on their  organic function but sometimes‘pra-n. a’is used as a general
term for all five parts.  And these five va-yu aren't  the function of the internal organs like manas and buddhi.
When pra-n. a goes out of the Self,  the body and all the sense organs become weak. Therefore,  Pra-n. a plays
an important role in the maintenance of the Self.  

According to the above investigation,  it can be maintained that there is some diferance between the view of
pra-n. a in the SBh and the view presented in the CS. In the CS, pra-n. a is the common function between
the  internal organs like the manas and buddhi, and connects  these  internal organs  to the five sense organs,
but  in the view of SBh,  pra-n. a aren't  the function of the internal organs. Therefore,  in the view  of  the SBh,
these  internal organs can't connect  to the five sense organs, if they don't themselves have this function.

Key words : manas, S′a-n.karabha-s.ya, pra-n. a, Carakasam. hita- .

序　論

インド古典医学論書の一つであるチャラカ・サンヒターには，プラーナについてのいくつかの言及が見
られる．本稿ではその内容を吟味しながら，既に，マナス説との関連で検討した，シャンカラのプラーナ
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説 1）との比較考察を通して，チャラカ・サンヒターの医学書としての独自性を明らかにし，プラーナの
役割について，さらに詳細に検討していきたい．

1. チャラカ・サンヒターのプラーナ説

チャラカ・サンヒターでは，プラーナについて次のような言及が見られる．
「あなたの言うとおり，それらこそヴァータを増大させたり，鎮静したりするものだ．では固形性も安
定性もないこのヴァータに，いかにして増加作用あるいは鎮静作用をもつものが，接近せず，増加させ
たり鎮静させたりするのか，それを私が説明しよう．乾燥・軽さ・冷たさ・激しさ・清さ・荒さ・空洞性
をもたらすものは身体のヴァータを増加させる．そのような状態になった身体中に依り所を得たヴァー
タは，いっそう増加して，不調に至る．一方，湿り・重さ・温かさ・滑らかさ・軟かさ・密集性をもた
らすものは，身体のヴァータを減少させる．そのような状態になった身体中では，ヴァータは固着する
ことなく，動き回って鎮静に達する．」

evametadyatha- bhagava-na-ha, eta-nyeva
va- taprakopapras′amana-ni bhavanti/
yatha- hyenamasan.gha-tamanavasthitam
ana-sa-dya prakopan. a-pras′amana-ni
prakopayanti pras′amayanti va- ; tatha-

anuvya-khya-sya-mah. -va- taprakopan. a-ni
khalu ru-ks.alaghus′l-tada-run. akharavis′ads′us. i
rakara-n. i s′arl-ra-n. a-m. , tatha-vidhes.u s′arl-res.u
va-yura-s′rayam. gatva- apya-yama-nah.
prakopama-padyate va- tapras′amana-ni punah.
snigdhaguru-s.n. as′laks.n. amr. dupicchilaghana-
kara-n. i s′arl-ra-n. a-m. , tatha-vidhes.u s′arl-res.u
va-yurasajyama-nas′caran pras′a-ntima-padyate
//7// 2）

ここではヴァータ，すなわち風について述べられている．ここでは身体中のヴァータがいかにして増
大したり，鎮静したりするかについて述べられている．それによると，ヴァータは，乾燥・軽さ・冷た
さ・激しさ・清さ・荒さ・空洞性をもたらすものによって増大し，湿り・重さ・温かさ・滑らかさ・軟
かさ・密集性をもたらすものによって減少する．ヴァータは身体中で，増加したり減少したりするもの
と考えられていたようである．
次に，風と身体との関係についての次のように述べられている．
「「ヴァーユ」は，正常な状態にあるときには，身体の組織（身体という機械）を保持するものであ
り，プラーナ，ウダーナ，サマーナ，ヴィヤーナ，アパーナ〔の五種〕よりなり，様々な運動〔作
用〕を促進させ，マナスを制御し導き，すべての感官を活動させ，すべての感覚対象を〔主体の方
へ〕運ぶものであり，身体のすべての組織を統合するものであり，身体〔各部位の〕結合をもたら
すものであり，言葉を発せしむるものであり，接触と音の本源であり，聴覚と触覚の根本であり，
歓喜と活力との母胎であり，火を煽るものであり，病素を涸渇させ，分泌物を体外へ排泄させ，大
小の脈管の通りをよくし，胎児の形成にあずかり，生命の持続の因である．」

va-yustantrayantradharah. pran. oda-nasama-nav
ya-na-pa-na- tma- , pravartakas′ces.t.a-na-m ucca-va-
ca-na-m. , niyanta- pran. eta- ca manasah. , sarvendri-
ya-n. a-mudyojakah. sarvendriya-rtha-na-m
abhivod.ha- , sarvas′arl-ra-dha-tuvyu-hakarah. ,
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sandha-nakarah. s′arl-rasya, pravartako va-cah.
prakr. tih. spars′as′abdayoh. s′rotraspars′anayor
malah. hars.otsa-hayor yonih. , saml-ran. o agneh.
dos.asam. s′os.an. ah. ks.epta- bahirmala-na-m. ,
sthu- la-n. usrotasa-m. bhetta- , karta-

garbha-kr. tl-na-m, a-yus.o anuvr. tti-
pratyayabhu-to bhavatyakupitah. / 3）

ここでは，ヴァータではなくヴァーユが使われているが，どちらも風を意味する．この風とはプラーナ，
ウダーナ，サマーナ，ヴィヤーナ，アパーナの五種からなり，身体を保持すものとされる．そして，この
風が正常な状態にある場合について述べられている．すなわち，風はマナスを制御し，すべての感官を活
動させ，すべての感覚対象を認識主体の方へ運ぶものでもある．さらに，風は身体の組織の様々な機能を
有効に働かせ，病気から守り，身体を正常に保つ生命持続の原因とされている．
次に，風が正常ではなく，激化した状態にある場合について述べられている．
｢風は身体内で激化すると，身体を様々な病気で苦しめ，体力・容色・健康・寿命を破壊し，マナス
を混乱させ，すべての感官を阻害し，胎児を殺したり，奇形を生ぜしめたり，流産を誘発したり，恐
怖・悲嘆・迷妄・消沈・妄語を生ぜしめ，生命（プラーナ）を閉塞させる．」
kupitastu khalu s′arire s′arl-ram. na-na-vidhair-
vika-rairupatapati balavarn. asukha-yus.a-m
upagha-ta-ya, mano vya-hars.ayati,
sarvendriya-n. yupahanti, vinihanti garbha-n
vikr. tima-pa-dayatyatika- lam. va- dha-rayati,
bhayas.okamohadainya-tiprala-pa-n～janayati,
pra-n. a-m. s′coparun. addhi/ 4）

ここでは，体内で激化した風が，マナスを混乱させ，感官を阻害し，また，身体的，精神的病いの原因
となるとされている．
また，自然界での風の働きについても，次のように言及している．
｢正常な状態で〔自然の〕世界において運動している風は，次のような働きをする．すなわち，大地
を支え，火の燃焼を盛んにし，太陽・月・星宿・惑星の恒常な運行を設定し，雲を生じ，雨を降らせ，
川の流れを促し，花を開かせ実を結ばせ，萌え出でるものを発芽させ，季節を分け，元素に様々な形
をとらせ，元素の量と形状を顕現させ，種子を発芽させ，穀物を成長させ，湿潤を防ぎ，乾燥させ，
形状の定まっていないものに形状を賦与する．｣
prakr. tibhu-tasya khalvasya loke caratah.
karma-n. l-ma-ni bhavanti; tadyatha- -dharan. l--
dhara-n. am. jvalanojjva- lanam, a-dityacandra-
naks.atragrahagan. a-na-m. santa-na-
gatividha-nam. , sr. s. t. is′ca megha-na-m, apa-m.
visargah. , pravartanam. srotasa-m. ,
pus.paphala-na-m. ca-bhinirvartanam,
udbhedanam. caudbhida-na-m, r. tu-na-m.
pravibha-gah. , vibha-go dha-tu-na-m. dha-tuma-na-
sam. stha-navyaktih. , bl-ja-bhisam. ska-rah. ,
s′asya-bhivardhanamavikledopas′os.an. e,
avaika-rikavika-ras′ceti/ 5）

ここでは，風が正常な状態の場合の自然界での働きについて述べられている．その時，風は大地を支え
るものであり，太陽や月，星の運行を含め，宇宙の運動変化，植物の生長や季節等の自然現象は風の働き
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であるとされている．
次に，自然界での，風が激昂した場合の働きについて述べられている．
「実に，この風は激昂した状態で〔自然の〕世界において運動すると，次のような作用がある．すな
わち，山の頂上を揺り動かせ，樹木を根こそぎにし，海洋を波立たせ，湖水を氾濫させ，河を逆流さ
せ，大地を揺り動かせ，雨雲を膨張させ，霧・雷鳴・砂塵・砂礫・魚・蛙・蛇・灰燼・血・石・電光
を生ずる．また六季節を破壊し，作物の不作をもたらし，生物に疫病を生じ，生類を滅亡させ，四つ
のユガの終末をもたらし，雲と太陽と風を生み出す．｣
prakupitasya kalvasya lokes.u caratah.
karma-n. l-ma-ni bhavanti; tadyatha- -s′ikhari-
s′ikhara-vamathanam, unmathanamanokaha-na-m
utpl-d.anam. sa-gara-n. a-m, udvartanam. sarasa-m. ,
pratisaran. ama-paga-na-m, a-kampanam. ca
bhu-meh. , a-dhamanamambuda-na-m, nl-ha-ra-
nirhra-dapa-m. s′usikata-matsyabhekoragaks.a-ra-
rudhira-s′ma-s′anivisargah. , vya-pa-danam. ca
s.an. n. a-mr. tu-na-m. , s′asya-na-masan.gha-tah. , bhu-ta-na-m.
copasargah. , bha-va-na-m. ca-bha-vakaran. am. ,
caturyuga-ntakara-n. a-m. meghasu-rya-nala-ni-
la-na-m. visargah. /  6）

ここでは，激昂した状態の風の作用について述べられている．その時，風は，大地を揺るがし，嵐を呼
び，生物に疫病をもたらし，滅亡させるとされる．
最後に，風と医者の関係について次のように述べられている．
「もし風がきわめて強力で激しく迅速な作用をし，緊急の対応を要するものであるということを知ら
なければ，突然激化した風に対応しなければならない医者は，どうして最初に死のおそれから〔患者
を〕救うべく，前もってその風をおさえておくことができようか．また風をしかるべく賞賛すること
も，体力や容色の増進のため精力の増強と蓄積のため，知力の発揮のため，さらには寿命を最高度に
のばすために役立つのである．｣
bhis.ak pavanamatibalamatiparus.amati-
s′l-graka-rin. ama-tyayikam. cenna-nunis′amyet,
sahasa- prakupitamatiprayatah. katham
agre, abhiraks. itumabhidha-syati pra-g
evainamatyayabhaya-t; va-yoryatha-rtha-

stutirapi bhavatya-rogya-ya balavarn. a-
vivr. ddhaye varcasvitva-yopacaya-ya
jn～a-nopapattaye parama-yuh. prakars.a-ya ceti
//10// 7）

ここでは，医学的な観点から，風について述べられている．医者は突然激化した風に対応しなければなら
ない．また風を賞賛することは，体力の増進や寿命を延ばすのに役立つとされる．医者は，風を，特に病気等
の原因となる激化した風について知り，緊急に対応すべきものであると考えられていたようである．

小　結

上記の検討から，次のようなことが知られた．まず，風を表す言葉として，ヴァータが使われており，
身体中のヴァータは，乾燥・軽さ・冷たさ・激しさ・清さ・荒さ・空洞性をもたらすものによって増大し，
湿り・重さ・温・滑らかさ・軟・密集性をもたらすものによって減少する．つまり，ヴァータは身体中で，
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増加したり減少したりするものである．
また，ヴァータではなく，同じく風を意味するヴァーユという言葉が使われて，それが，プラーナ，

ウダーナ，サマーナ，ヴィヤーナ，アパーナの五種からなり，身体を保持するものとされている．そして，
この風が正常な状態にある場合には，それはマナスを制御し，すべての感官を活動させ，すべての感覚対
象を認識主体の方へ運ぶ．さらに，風は身体の組織の様々な機能を有効に働かせ，病気から守り，身体を
正常に保つ生命持続の原因とされる．また，風が体内で激化した場合には，マナスを混乱させ，感官を阻
害し，また，身体的，精神的病いの原因となるとされている．
次に，風が正常な状態の場合の自然界での働きについては，その時，風は大地を支えるものであり，太

陽や月，星の運行を含め，宇宙の運動変化，植物の生長や季節等の自然現象は風の働きであるとされてい
る．また，風が激昂した状態の場合の作用については，その時，風は，大地を揺るがし，嵐を呼び，生物
に疫病をもたらし，滅亡させるとされる．
最後に，医学的な観点からの，風についての言及がある．すなわち，医者は突然激化した風に対応しなけれ

ばならない．また風を賞賛することは，体力の増進や寿命を延ばすのに役立つとされる．医者は，風を，特に
病気等の原因となる激化した風について知り，緊急に対応すべきものであると考えられていたようである．

２．チャラカ・サンヒターのプラーナ説とシャンカラの見解との比較検討

ここからは，シャンカラの見解と，シャラカ・サンヒターのプラーナ説を比較検討していきたい．まず，
シャンカラは，プラーナが風（ヴァーユ）でもなく，所作でもないと説くブラフマスートラ（BS）を引
用し 8），これに続けてプラーナの本性を述べている 9）．そこでのシャンカラの説明によれば 10），まず，敵
論者の説が述べられ，それによると，聖典ではプラーナは風の一つであり，サーンクヤ学派においてもプ
ラーナを初めとする五風は作具の共通する機能とされる．この敵論者の見解に対してヴェーダーンタ派の
反論が述べられる 11）．すなわち，ここでは，風とは別に聖典に教示されているので，プラーナ等の五風は
風ではなく，また，作具はそれぞれに各自の機能を持っており，それらの集合が独立の作用をすることは
ないので，五風は全ての作具に共通する機能ではないとされている．このように，シャンカラはすべての
作具に共通する機能を否定している．
一方，チャラカ・サンヒターでは風（ヴァーユ）は，プラーナ，ウダーナ，サマーナ，ヴィヤーナ，ア

パーナの五種からなり，身体を保持すものとされている．このようにチャラカ・サンヒターでは，明らか
に，プラーナ，ウダーナ，サマーナ，ヴィヤーナ，アパーナの五種は風である．さらに，チャラカ・サン
ヒターではこの風が正常な状態にある場合には，それはマナスを制御し，すべての感官を活動させ，すべ
ての感覚対象を認識主体の方へ運ぶとされている．これはすべての作具に風が共通に機能することを示し
ており，五風は全ての作具に共通する機能ではないというシャンカラの説と異なっている．
また，シャンカラは次のような見解を示している．すなわち， 上記のヴェーダーンタ学派の反論の部

分に対する論者の反駁が想定されている 12）．その中で，敵論者からの，聖典でプラーナは風なりとあるで
はないか，という反駁に，ヴェーダーンタ派が答えている．シャンカラによると，プラーナは風が自己の
中に入って，五つに分れ，それぞれが特殊の性質で存在している時に，プラーナと呼ばれるのであるから，
風とは全く別の存在でもなく，風そのものでもない．この理由から，聖典に風とプラーナを区別していな
いものがあっても矛盾はないとする．
チャラカ・サンヒターには，風とプラーナが別であるという言及は見られない．むしろ，風（ヴァーユ）
は，プラーナ，ウダーナ，サマーナ，ヴィヤーナ，アパーナの五種からなるとしており，明らかにプラー
ナ等の五風は風である．
さらにシャンカラの見解を見ると，想定する敵論者の反論が続く 13）．そこでは，発声器官等の感官がプ

ラーナに従属しているから，プラーナには命我のように独立性があるのではないかという敵論者の見解が
述べられている．これに対して，次のように反論している 14）．すなわち，プラーナは独立ではない．なぜ
ならそれは眼等の感官と同じであるからとするBSの言及が示される．この部分に続くシャンカラの注釈
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では次のように説明している 15）．すなわち，プラーナは独自性を持たない眼等と共に教えられており，共
に教えられるものは同じ性質を持つものであるから，プラーナも独自性を持たないとされる．また，シャ
ンカラによれば，プラーナは部分の集合であり，非知性のものであること等も，それが独立でないことの
理由であるとされている．
このシャンカラの説に敵論者は次のように反論する 16）．すなわち，もし眼等と同じであるなら，プラー
ナも命我の作具であり，眼等と同じように認識対象が付随して生じるはずだと言う．しかし，眼等十一以
外にそのようなものは認められないから，プラーナが眼等と同じ十二番目の作具とは考えられないと言う．
これに対して，またヴェーダーンタ派の見解が述べられる．まず，BSが引用され 17）プラーナは聖典が

示す如く，作具ではないと言うBSの言及が示される．これに続けてシャンカラは次のように説明してい
る 18）．まず，眼等のように対象を持つ器官ではないから，その意味でプラーナは作具ではないと言う．プ
ラーナと眼等の器官との違いは，たとえば発声器官等が出て行っても，ただその機能が欠けるだけで，前
と同じように生命が持続されるが，プラーナが出て行こうとしたときに，発声器官等が衰弱に陥り，身体
の崩壊が伴うから，身体と感官の存立がプラーナに基づくことを聖典が明示していると言う．ここでは，
プラーナは身体と感官の存立に決定的な影響を持つ重要な存在であると言われている．
チャラカ・サンヒターでは，風はマナスを制御し，すべての感官を活動させ，すべての感覚対象を認識

主体の方へ運ぶとされる．ここでは，作具という言葉は用いられていないが，感覚の対象を認識主体に運
ぶ働きは認めている．さらに，チャラカ・サンヒターでは，風は身体の組織の様々な機能を有効に働かせ，
病気から守り，身体を正常に保つ生命持続の原因とされる．シャンカラにおいても，病気という表現はな
いが，プラーナは身体と感官の存立に決定的な影響を持つ重要な存在であり，この点は一致している．

結　論

上記のチャラカ・サンヒターの見解とシャンカラ説の比較検討によって，次のようなことが知られた．す
なわち，チャラカ・サンヒターでは，風が正常な状態にある場合に，マナスを制御し，すべての感官を活動
させ，すべての感覚対象を認識主体の方へ運ぶとされている．これはマナス等のすべての作具に，風が共通
に働くことを示しており，五風は全ての作具に共通する機能ではないというシャンカラ説と異なっている．
また，シャンカラによると，プラーナは風が自己の中に入って，五つに分れ，それぞれが特殊の性質で

存在している時に，プラーナと呼ばれるのであるから，風とは全く別の存在でもなく，風そのものでもな
いとされている．一方，チャラカ・サンヒターには，風とプラーナが別であるという言及は見られない．
むしろ，プラーナ等の五風は風である．
さらに，チャラカ・サンヒターでは，風はマナスを制御し，すべての感官を活動させ，すべての感覚対象

を認識主体の方へ運ぶとされる．ここでは，作具という言葉は用いられていないが，感覚の対象を認識主体
に運ぶ働きは認めている．また，チャラカ・サンヒターでは，風は身体の組織の様々な機能を有効に働かせ，
病気から守り，身体を正常に保つ生命持続の原因とされる．シャンカラにおいても，病気という表現はない
が，プラーナは身体と感官の存立に決定的な影響を持つ重要な存在であり，この点のみ一致している．
このように，チャラカ・サンヒターの見解とシャンカラ説には，風が身体にとって重要な存在であると

いう共通点はあるが，むしろ相違点のほうが目立つようである．これは，チャラカ・サンヒターが医学書
であり，風についての言及が，より自然科学的，または医学的な見地から語られていることに起因してい
るとも考えられる．

摘　要

チャラカ・サンヒターのプラーナ説とシャンカラの見解の共通点は，プラーナ等の五風が身体にとって
重要な存在であるという点である．その他の問題点，すなわち，五風をすべての作具に共通する機能と認
めるか否かや，プラーナと風を別と考えるか否かという点では，異なった見解が示されている．また，チ
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ャラカ・サンヒターでは，プラーナ等の五風についての言及が，より自然科学的，または医学的であり，
それが特色でもある．
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